
統計編
第１部　最新がん統計
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　罹患の概要

■最新集計について
集計の期間
罹患年月日が平成 26（2014）年 1月 1日から 12 月 31 日の間の 1年間

集計の時期
平成 29（2017）年 2月 9日現在

罹患年月日の決め方
①　届出による登録例は初めて当該がんと診断された年月日を罹患年月日とする
②　届出がなく、死亡小票の写しによってがん罹患が判明した例は、死亡年月日をもって罹患  
　年月日とする

集計の対象
①　ICD-O-3 分類の性状 2（上皮内），3（悪性、浸潤性）で示される新生物（脳腫瘍は性状に
　かかわらず登録対象）
②　DCO例については、①に加えて、ICD-O-3 分類の性状 1（良性・悪性の別不詳：例　悪性
　の明示のない○○腫瘍）で示される新生物による死亡で、部位が肝、膵、腎、膀胱、肺

集計方法
地域がん登録標準データベースシステムを用いて集計した

精度指標
DCN：  11.8%（上皮内がん除く）　  10.7%（上皮内がんを含む）
DCO：   8.2%  （上皮内がん除く）   　7.4% （上皮内がんを含む）
I/M：    2.25   （上皮内がん除く）   　2.48    （上皮内がんを含む）



21

■罹患の概要
　2014 年栃木県において、男性延べ 7,548 件（上皮内がん除く）8,128 件（上皮内がんを含む）、
女性延べ 5,321 件（上皮内がん除く）6,038 件（上皮内がんを含む）の、合計延べ 12,869 件（上
皮内がん除く）14,166 件（上皮内がんを含む）のがんが、新たに診断された。男性で最も多い
がんは胃がんであり、大腸（結腸・直腸）、前立腺、肺、肝と続く。女性で多いがんは乳房、次
いで大腸（結腸・直腸）、胃、肺、子宮と続く（図 1）。

　図１　部位内訳（％）　(表１－Ａから作成）
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　年齢別に見たがんの罹患

　年齢別にみると、2014 年に新たに診断されたがんの 65 歳以上の割合は男性では 75%、女性
では 64%を占めた。一方、働き盛りの 40-64 歳の年齢層も男性では 23%、女性で 32%を占めて
いる（図 2）。
　女性の 40-64 歳のがんが多いのは、この年齢層の乳がんが多いためである。また、女性の
15-39 歳のがんが男性よりも多いのは、この年齢層の乳がんと子宮がんが多いためである（図 3）。
　ほとんどの部位のがんは、男性が女性より罹患率が高い。男女とも年齢が高くなるほど罹患
しやすく、特に 50 歳以上になると年齢階級別罹患率が上昇する。一方子宮においては 20 歳代、
乳房においては 30 歳代から罹患率が上昇する。（図４）

　図２　年齢別内訳（％）　(表２－Ａから作成）
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　図３　年齢別部位内訳（％）　（表２-Aから作成）
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　図４　部位別年齢階級別罹患率：人口１０万対　（表３－A、Bから作成）
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直腸（mがんを含まない） 直腸（ｍがんを含む）

肺 前立腺・卵巣
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　栃木県のがんの罹患の特徴

  日本全体の推計値と比較して年齢調整罹患率はほぼ同じような傾向であった。全国値は全国
がん登録移行期のため 2012 年罹患報告の値を用いた。（図５）
　図５　部位別がん年齢調整罹患率：人口１０万対　（表１－Ａから作成）
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　発見経緯

　住民検診の実施されている胃、大腸、肺、乳房、子宮頸部において、がん検診、もしくは健
康診断・人間ドックが発見の経緯となった症例はそれぞれ胃 22.7%、大腸 24.5%、肺 17.6%、乳
房 33.7%、子宮頸部 43.1% であった。前立腺においては、41.1% であった。特に子宮頸部、乳房、
前立腺においてその割合は高かった。（図６）

　図６　部位別発見経緯（％）：対象はDCOを除く届出患者　（表４－Ａ、Ｂから作成）
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　病期

　胃、結腸、直腸、肝、乳房、子宮、前立腺などは、発見時の病期が上皮内・限局の割合が高い。
肺は、がん検診が実施されている部位ではあるが、発見時に遠隔転移があった割合が高い。膵
臓のように腫瘍が比較的大きくなるまで自覚症状の出にくい部位では、発見時に遠隔転移があっ
た割合が高い。（図７）

　図７　部位別発見時の病期（％）：対象はDCOを除く届出患者　（表５－Ａ、Ｂから作成）
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　初回治療の方法

　胃、大腸などの消化管、乳房、子宮では、手術などの外科的治療の割合が高い。初回治療の
方法は、複数回答のため外科的治療、放射線療法、化学・免疫・内分泌療法を組み合わせてい
ることが考えられる。届出患者のみの集計のため偏りを否定できないが、初回治療の部位別の
傾向が観察される。（図８）

　図８　初回治療の方法（％）：対象はDCOを除く届出患者　（表６－Ａ、Ｂから作成）
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　死亡の概要

　2014 年に栃木県において、男性 3,405 人、女性 2,308 人の、合計 5,713 人 の方が、がんを原
因として死亡された。部位別では、男性では肺がんが最も多く、胃、大腸、肝臓、膵臓と続く。
女性では、大腸、胃、肺、膵臓、乳房と続く。（図９）

　図９　部位内訳（％）　（表９から作成）
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　年齢別に見たがんの死亡

　男女ともに栃木県で 2014 年にがんで死亡された方の約 8割が 65 歳以上であった。ほとんど
あらゆる部位のがんは、年齢が高くなるほどかかりやすくなるため、がんによる死亡者も高齢
者が多い。乳房と子宮は年齢が比較的低い時期から死亡率が上昇する。（図 10）（図 11）
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　図１０　年齢別内訳（％）　（表１０から作成）
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　図１１　部位別年齢階級別死亡率：人口１０万対　（表１１から作成）
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　栃木県のがんの死亡の特徴

　男女とも胃がんでは死亡率が全国より高く男女とも肺がんは低い傾向がみられる。（図 12）

　図１２　部位別がん年齢調整死亡率：人口１０万対　（表９から作成）
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